












　今回は，学生一人ひとりが「Be the light ～みんなでひとつ～」という想いを共有し，各自
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部門 売　上 経　費 純利益
クッキー 79,001 31,295 47,706
アップルパイ 120,000 73,539 46,461
Gカフェ 191,350 106,035 85,315




























































　2017年度のGプロジェクトのテーマは，大学祭全体のテーマである「てとて～ Hand in 
Hand ～」をもとに学生が考え，「Be the light ～みんなでひとつ～」に決まった。現代ビジネ
スコースでは，個々の学生がグループ活動つまり協働の中でのコミュニケーションをつうじて
集団の中で自分たちをプロデュースする力の育成を目指し，専門教育カリキュラムの特別研究
に設けられた6つのプロデュースにもとづき，個性の伸長をはかるとともに，学生の総合的な
人間性を高めるという目的を掲げてから，10年も経過している。
　毎回，“Gプロジェクト”をつうじて，学生が多くの困難に直面しながらも，自分の能力を
最大限に発揮し活動する機会を得たことは，大きな収穫である。友人や地域との協働で何かを
成し遂げるためには，多くのことが要求される。すべての学生が「コミュニケーション」の難
しさを知ると共に，「報告，連絡，相談」の大切さと「確認」の必要性を実感したはずである。
　これから社会人として活躍する学生たちが，「社会に必要とされる人材」として活躍するよ
うになることが，現代ビジネスコーススタッフ全員の願いである。人間に無限の可能性が見出
される限り，我々のプロジェクトはさらなる発展を目指してより精力的に続けていく。また，
学士課程教育における学士力を意識し問題解決能力の育成など教育の質的向上に向けて成長さ
せていかなければならない。そこに，我々の教育戦略が存在する。
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